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分散型電源は、配電系統

の発電容量を増加させま

す。進化する系統の信頼性

を確保するには、保護策を

効果的かつ迅速に設計しな

ければなりません。 

CYMEの「距離保護解析」

モジュールは、エンジニア

が保護方式を設計し検証

することや、あらゆる電力

系統の様々な協調問題に

対処することに役立つ強力

なツールです。 

距離継電器には、その保護ゾー

ン内で生じた障害を除去する能

力があります。このゾーンは、測

定されたインピーダンス値に応じ

て、継電器位置とリーチ点で決

まります。 

CYMEの「距離保護解析」モジュ

ールは、電気エンジニアが、距

離継電器を用いて保護方式を設

計し検証できるよう支援すること

を目的としています。課題を特定

することや、シミュレーションで発

見された系統保護問題の解決

策を見つけ出すことに役立ちま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正常状態と故障状態のもとで距離継電器の動作を解析 
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距離保護解析 
 

正常状態と故障状態のもと

で距離継電器の動作を解

析 

特徴 

「距離保護解析」モジュールは、

正常状態とすべての故障タイプ

（LLL、LLLG、LL、LG、および

LLG）のもとで、モデル化された

あらゆる種類の距離継電器の動

作を検証します。 

リレー整定は、一次側と二次側

の両方で、自動でも手動でも行

えます。ユーザーが正しい距離

保護装置を選択すると、ソフトウ

ェアはその適切な整定値の計算

を手助けします。インピーダンス

の計算には、電圧と電流が使用

されます。 

 各保護ゾーンのリーチ（インピ

ーダンス）と補償率を設定する

ための推定機能 

 負荷侵入 

 保護特性の R-X図表示 

CYME ソフトウェアでモデル化で

きる距離継電器タイプは、以下

の通りです。 

 モー形 

 KD-10 

 HZ 

 四角形 

 RAZOA 

 GCX51A 

 GCXY51 

 リアクタンス形 

 多角形 

 多角形-モー形 

解析結果 

 負荷潮流 – 解析が正常状態

に対して実行された場合、ソフ

トウェアは負荷潮流のシミュレ

ーションを実施します。結果

（電流と電圧）が継電器に転送

され、それらが動作しているか

どうかチェックされます。継電

器が、それらの値（一次側と二

次側で計算された電流、電圧、

インピーダンス）とともにレポー

トされます。 

 短絡 – 故障を検出したすべて

の継電器に関する詳細情報

と、その故障およびゾーン位置

についての情報を示します。 

故障および継電器のインピーダ

ンスは、レポートから R-X平面

に表示できます。ユーザーは、

系統の状態が変更されるごと

に、継電器の動作を調べること

ができます。 
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Eatonは登録商標です。 

 

他のすべての商標は、各社の所有物です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弊社のソーシャルメディアをフォローして、最

新の製品・サポート情報を入手してください。 

 

http://www.eaton.com/cyme

